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れ
ま
し
た
。

　
ま
さ
か
政
治
の
世
界
に
入
る
と
は
思
っ
て
も
い

な
か
っ
た
私
に
、
こ
の
年
も
う
一
つ「
ま
さ
か
」

の
出
来
事
が
。
一
度
流
産
し
て
以
来
、
子
ど
も
に

恵
ま
れ
な
か
っ
た
妻
が
、
結
婚
12
年
目
に
し
て
妊

娠
。
こ
れ
も
、
人
生
の
転
機
を
感
じ
さ
せ
る
出
来

事
で
し
た
。

　

こ
う
し
て
河
野
さ
ん
の
秘
書
と
な
っ
た
私
は
、

6
年
後
の
昭
和
58（
１
９
８
３
）年
、
河
野
さ
ん

の
親
戚
で
元
・
朝
日
新
聞
の
記
者
、
田
川
誠
一
議

員
に「
君
も
私
と
同
じ
よ
う
な
経
歴
だ
。
神
奈
川

1
区
か
ら
出
な
い
か
」と
、
出
馬
を
進
め
ら
れ
衆

院
選
に
立
候
補
し
ま
し
た
。
当
時
、
横
浜
市
北
部

か
ら
は
政
治
家
は
出
て
お
ら
ず
、
私
は
選
挙
に

必
要
な「
三
バ
ン
※
注
５
」も
何
も
な
い
、
ま
さ
に

「
０ゼ

ロ
」か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。
一
度
目
は
惜
敗
し
ま

し
た
が
、
昭
和
61（
１
９
８
６
）年
、
46
歳
の
時

に
2
回
目
の
挑
戦
で
初
当
選
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
政
治
と
宗
教
の
絡
み
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
当
時
の
私
の
選
挙
活
動
は
、
ま
っ
た

く
の
市
民
参
加
型
。
新
党
か
ら
の
出
馬
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
同
志
に
市
会
議
員
や
県
議
会
議
員
が

い
る
わ
け
で
も
な
く
、
私
の
考
え
や
行
動
に
共
感

し
支
持
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
若
者
や
主

婦
の
方
々
が
中
心
で
し
た
。
河
野
さ
ん
か
ら
も

「
恒
さ
ん
、
あ
ん
た
の
選
挙
の
や
り
方
こ
そ
、
私

が
描
い
て
い
た
選
挙
の
あ
り
方
そ
の
も
の
だ
っ
た

よ
」と
お
褒
め
い
た
だ
い
た
の
が
、
今
で
も
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
市
民
選
挙
の
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
を

つ
く
れ
た
の
で
は
な
い
か
、と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　
政
治
家
に
な
っ
た
か
ら
に
は
、
自
分
の
利
益
は

捨
て
て「
世
の
た
め
、
人
の
た
め
」を
政
治
信
条

に
し
ま
し
た
。
特
に
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
た
め
の「
教
育
」、
そ
し
て
自
然
溢
れ
る
郷
土

を
守
る
た
め
の「
環
境
」、
こ
の
二
つ
を
テ
ー
マ

に
20
年
に
わ
た
っ
て
政
治
に
携
わ
り
、
文
部
政
務

次
官
、
環
境
政
務
次
官
、
文
教
委
員
長
等
を
歴
任

し
ま
し
た
。

　

平
成
20（
２
０
０
８
）年
、
福
田
康
夫
内
閣
の

2
期
目
と
の
き
、
首
相
に「
長
く
教
育
に
取
り
組

み
、
人
の
た
め
に
尽
く
す
鈴
木
さ
ん
に
ぜ
ひ
受
け

て
ほ
し
い
」と
要
請
さ
れ
、
文
部
科
学
大
臣
に
就

任
し
ま
し
た
が
、
も
と
も
と
、
65
歳
に
な
っ
た
ら

若
い
人
に
後
任
を
譲
る
と
決
め
て
い
た
の
で
、
翌

年
に
引
退
。
こ
の
年
、
河
野
洋
平
さ
ん
、
小
泉
純

一
郎
さ
ん
も
引
退
を
表
明
し
、
同
じ
神
奈
川
県
で

現
職
議
員
3
人
が
リ
タ
イ
ア
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

（
次
回
・
春
号
に
続
く
）

1993年元旦、神奈川県平塚市の河野邸の前で。
後列右側より、長男・太郎氏（現・デジタル大臣）、
夫人・武子さん（故人）、洋平氏、鈴木代表の妻・
正子さん、洋平氏の長女・治子さん、次男・二郎氏。
前列右側より、鈴木代表の長女・繭子さん、鈴木
代表、洋平氏の秘書・甲賀氏。

「小さな親切」運動
をより大きく

　　　　　 周年特別インタビュー　「小さな親切」運動のこれから6060

「全国表彰式」で人が集う楽しさを実感
―新たな試みにトライ―

　
去
る
11
月
25
日（
金
）、
東
京
・
グ

ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
に
て
、
全
国

か
ら
約
１
０
０
名
が
参
加
し
、「
全

国
表
彰
式
」を
３
年
振
り
に
開
催
。

親
切
運
動
の
推
進
功
労
者
で
あ
る
内

閣
官
房
長
官
賞
、「
小
さ
な
親
切
」運

動
賞
の
表
彰
の
ほ
か
、
第
38
回
は
が

き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
エ
ッ
セ
イ
コ
ン

テ
ス
ト
）、
第
47
回
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
会
場
変
更
に
よ
り
人

数
を
制
限
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
平

日
開
催
と
な
っ
た
た
め
、
参
加
で
き

な
か
っ
た
方
に
も
式
典
を
体
感
し
て

も
ら
お
う
と
、
Ｙｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂｅ
に
よ

る
生
配
信
に
初
挑
戦
。
ま
た
、
当
日

欠
席
し
た
受
賞
者
の
コ
メ
ン
ト
や
、

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
・
内
閣
総
理
大
臣

賞
受
賞
者
の
学
校
長
か
ら
の
お
祝
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
動
画
で
流
す
な
ど
、

新
た
な
試
み
も
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品
の
朗
読
で

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
関
わ
る
機
会

が
減
る
中
、
家
族
や
地
域
を
想
い
、

身
近
な
人
と
の
心
の
つ
な
が
り
に
目

を
向
け
た
作
品
に
、
胸
を
打
た
れ
た

方
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
参
加
者

か
ら
は「
子
ど
も
に
と
っ
て
良
い
経

験
と
な
っ
た
」「
温
か
な
気
持
ち
に

な
っ
た
」な
ど
の
声
を
い
た
だ
き
、

対
面
開
催
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。

　

表
彰
者
の
皆
様
に
、
心
か
ら「
お

め
で
と
う
」の
気
持
ち
を
伝
え
る
と

と
も
に
、
参
加
し
た
方
に
は
、
少
し

で
も「
親
切
や
思
い
や
り
っ
て
い
い

な
」と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
機
会
と

な
っ
て
い
た
ら
嬉
し
い
限
り
で
す
。

【内閣官房長官賞】　
山形県　安藤　好

（高畠「小さな親切」の会前副代表）

三重県　伊藤歳恭
（三重県本部代表／百五銀行取締役会長）

福岡県　吉田達雄
（行橋支部副代表／保護司）

宮崎県　中山雅和
（都城支部副代表／（株）中山荘代表取締役社長）

【「小さな親切」運動大賞】
「小さな親切」運動愛媛県本部
（代表：大塚岩男／伊予銀行取締役会長）

【「小さな親切」運動賞】
◦団体の部

福井県　特定非営利活動法人 Ｔ
タ ッ プ

ＨＡＰ
島根県　カナツ技建工業株式会社

◦個人の部
北海道　山腰睦子（北見支部前代表）
栃木県　松本カネ子（宇都宮支部実行委員）
奈良県　堀　賢一（奈良県本部前事務局長）
大分県　渡辺和人（杵築市支部監事）

〈後援〉 内閣府・文部科学省・
〈司会〉 石井麻由子
　　  （ＮＨＫ日本語センター　アナウンサー）

※当日ご出席くださった運動推進功労者の皆様のお写真及び、
第38回はがきキャンペーン、第47回作文コンクールの入賞・
入選者はＷＥＢサイトをご覧ください。

令和４年度「小さな親切」運動全国表彰式

※
注
５「
三
バ
ン
」：
選
挙
に
必
要
な
3
つ
の
要
素
、「
ジ
バ
ン（
地

盤
＝
支
持
組
織
）」「
カ
ン
バ
ン（
看
板
＝
知
名
度
）」「
カ

バ
ン（
鞄
＝
選
挙
資
金
）」の
こ
と
。

　太郎氏の顔をTVや新聞などで見るたびに、私は2002年
の河野親子の間の生体肝移植のことを思う。私は洋平氏が
1976年に起こした新自由クラブという新党運動を記者とし
て報じたご縁から、その1年後に政策スタッフとして側近に
身を置き、それ以来ずっとこの親子の姿を目にしてきた。
　そのころ、まだ太郎氏は中学2年生。河野家伝統の陸上競
技部に身を置く、頭のいい元気な男の子だった。ずっと後に
知ったことだが、すでに洋平氏はこ
の頃から体の異変に気づいていたが、
超多忙の毎日が続き、地元の選挙政
策活動を夫の身代わりでつとめてい
た武子夫人が若くして亡くなるとい
う不幸も。
　父親の病気の進行に、心配の度を
増していた長女の治子さんが、肝臓
移植の可能性を知ったのが2002年。
しかし、女性の肝臓は小さく、「嫁入
り前の妹の体を傷つけられるものか」

と太郎氏がとって代わり、この年の4月、親子の間の移植が
信州大学病院で決行されたのだった。
　洋平氏はほんとうに我慢強い性格。「苦しい」とか「辛い」
とかの言葉を吐いたのを聞いた記憶はない。誠に頭の下がる
思いだ。口には出さないが、ご当人の胸の内には、息子への
感謝の思いが溢れ、それが生きる力のいっそうの源泉となっ
ているのだろう。

　その洋平氏ご当人が、ある時、ある
人に笑みをもらしながら言った言葉。
「なあに、もともと（太郎の体は、父
親たる）オレのものなんだから……」。

（2018年春号より抜粋）

「なあに、もともとはオレのもの」
河野洋平氏の側近として、河野家の皆さんとも深く関わってきた鈴木代表。

本誌巻頭エッセイ「恒さんが行く！」より、河野親子のエピソードを紹介します。


